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【授業について】 

 中間考査が終わってからの授業は、座学ではなくグループワークやプレゼン中心でした。韓国語リス

ニングでは、グループに分かれて絵本を作成し、発表しました。韓国語リーディングでも授業内容にそ

ったことについて PPT を作りプレゼンしました。マーケティング理解では、自国の優秀な製品を一つ選

び、その製品を生産している企業紹介やマーケティング戦法を PPT にまとめて発表しました。一人で

10 分ほどプレゼンをするのですごく緊張しました。つたない韓国語ですがみんな優しい雰囲気で聞い

てくれたので無事終えることができました。 

 

【学祭について】 

 ５月７日、８日に学祭がありました。サークルのステージを見たり、フードトラッ

クでご飯を買って食べたりしました。夜には芸能人のステージがありました。クォ

ンウンビや KISS OF LIFE などのパフォーマンスを見ることができて幸せでした。

チケットを購入すればステージの目の前のエリアでパフォーマンスを見ることがで

きます。私はチケットを購入はしませんでしたがそれなりに近くで見ることができ

たので大満足でした。 

 

【バディについて】 

 １回目と２回目は、チョナンターミナルに行ってカフェに行ったりショッピングしたりしました。チ

ョナンターミナルは大きなショッピングモールや映画館など何でもあり栄えている場所です。日用品や

服を購入しました。３回目は、野球観戦に行きました。ヨンサン駅まで KTX で行き、高尺スカイドーム

まで電車に乗っていきました。野球好きなバディの子がユニフォームを貸してくれて、ユニフォームを

着て応援しました。終電の関係で６回表までしか観戦できませんでしたが、すごく楽しかったです。記

念にキーリングを購入しました。バディの子がいろんなところに連れて行ってくれるので新しい経験を

沢山することができて楽しいです。 

 



【EMC について】 

 EMC は５月いっぱいで終了しました。EMC に来てくれていた子たちが、最終の日にお菓子を沢山プ

レゼントしてくれました。バランスゲームをしたり、日韓の恋愛観について話したり、たわいもない話

をして楽しくすごしました。２時間韓国語で話すので会話についていくことが大変な時もありましたが、

一番言語力が伸びた時間だったと感じます。日本の文化を教えると同時に、韓国の文化や最近の流行な

どを教えてもらうことができて有意義な時間でした。 

 

【週末の過ごし方について】 

 週末は学食がないので大学付近の飲食店に行ったり、出前を頼んだり、ソウルにでかけたりして過ご

しています。韓国のカフェはどこのお店もおしゃれ且つ美味しいのでカフェ巡りをよくしています。大

学とソウルの中間に位置しているスウォンにも行きました。ソウルほど観光客がいないので過ごしやす

いです。歴史的な建物もあり、のどかな雰囲気ですごく好きです。ドラマの撮影にもよく使われる場所

で、聖地巡礼もしました。 

 

【終わりに】 

 学部の教授と面談がありました。韓国での生活や授業はどうなのか、不便なことや悩みはないか、将

来のことについてなど 30 分ほど話しました。生徒一人一人の状況を把握しようとしてくれるし、親身

になって話を聞いてくれるのでとてもありがたいです。面談の時に好きな食べ物の話をしたら、教授が

チキンとピザの出前をとってくれました。３か月間韓国で生活をしていて感じることは、韓国の方は本

当に優しくて親切な人が多いということです。韓国の方は会うたびに食べ物をプレゼントしてくれる人

が多く、お店でもサービスしてくれることが多いです。また、困っていると声をかけて助けてくれます。

いつも韓国人の優しさにふれながら留学生活を送ることができています。 

 留学生活も残り少しです。限られた時間を有効に使って、後悔の残らないように過ごしたいと思いま

す。 


